
2024/1/12

1

令和4年度

学校図書館活用教育研究事業実践報告会

隠岐の島町立磯小学校

研究主題

学校図書館活用における情報活用能力の育成
～子ども達が主体的に取り組む手立ての工夫～

めざす子ども像

（低学年）読書や調べる楽しさを知り、学校図書館の正しい利用の仕方

を身に付けた児童

（中学年）色々な種類の本を読み、課題解決に向けて、

友だちと関わりあいながら意欲的に学ぶ児童

（高学年）目的に応じて、学校図書館を適切に利用し、学び方を身に付

け、課題解決に向けて主体的・協働的に学ぶ児童
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（１）研究の取り組み①
～授業改善～

（２）研究の取り組み②
～情報活用能力の育成～

（３）研究の成果と課題

隠岐の島町立磯小学校 実践報告

研究の取り組み ～授業改善～

①相手意識、目的意識を明確にした単元構成
・相手意識・目的意識を明確にすることによる、主体的な学習
・必然性のある学校図書館の活用

②情報リテラシーに関わる指導
・単元の中に、情報リテラシーに関わる学習の時間を確保
・必要となる情報活用の力を確認→補足→スキルの積み重ね

③身近な学校図書館活用
・読書活動の推進・・・学校図書館と児童の距離がより近くなる。
→児童にとって自然な学習の場としての学校図書館にする。

④全学級での学校図書館を活用した研究授業の実施
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第1学年の実践
生活科
【むしのひみつをみつけよう】
児童が、本物の虫と図鑑を見比べながら、目を
輝かせて新たな情報を得る姿が見られた。

第４学年の実践
国語科【中心となる語や文を見つけて要約し、
調べたことを書こう】
「ALTに日本の伝統工芸を紹介する」という目的
をもって、ALTの好みと照らし合わせながら必要
な情報を調べ、まとめる姿が見られた。

研究の取り組み ～情報活用能力の育成～

①年間指導計画、情報活用能力の系統表の作成

②学習で使用した図書一覧の整理（ブックリストの作成）
・学習に使用した図書資料を学年・教科・単元ごとに
まとめたブックリストを作成する。
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③帯時間「のびのびタイム」での情報リテラシースキル（情報収集、
選択、活用、表現する力）の育成

研究の取り組み ～情報活用能力の育成～

④学校司書との連携

・【事前に】打ち合わせ→図書資料の選書、資料提供
・【授業支援】授業や帯時間「のびのびタイム」での児童への支援

研究の取り組み ～情報活用能力の育成～
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研究の成果と課題（〇成果 ●課題）

〇学校図書館の資料を使って調べる必然性があると、児童は主体的に学びに向かう
ことができた。

〇相手意識、目的意識を明確にすることで、意欲をもって取り組み、情報の取捨選
択につなげることができた。

〇学習環境の中に、学校図書館の資料があることで、自然と資料を使って調べる姿
が見られた。

〇帯活動「のびのびタイム」を活用し、情報リテラシースキルを計画的に育成する
ことができた。

●児童に身につけさせたい情報リテラシースキルを、学校や児童の実態と照らし合わ
せ、司書教諭、学校司書と連携し、より組織的に育成していく必要がある。

●今後も学校図書館の活用が継続されるよう、司書教諭を中心とした持続可能な体制
づくりを整理していく必要がある。


